
Ⅰ 単元指導計画（4 観点）と学習指導案 【科目名：社会福祉基礎】 

１ 単元・小単元 

第５編 地域福祉の進展と多様な社会的支援制度 

第３章 社会福祉の将来と福祉の担い手 

第５節 地域福祉の進展と多様な社会的支援制度 

２ 小単元の目標 

著しく変動する社会の中での社会福祉や社会保障が担う役割について理解させ

る。また、「参加する社会福祉」の意義を考え、これからの社会福祉を担う専門職

としての役割について理解させる。 

３ 育 て た い 

資 質 ・ 能 力 

 地域共生社会を実現させるための基本的な考え方について、地域でのさまざまな

立場における役割を考えさせながら、地域福祉の意義や役割を理解させることをね

らいとしている。 

本単元では、社会福祉や社会保障の現状と今後の社会福祉の姿について学習す

る。具体的な事例から社会福祉の担い手として必要なことを考えさせたい。そのた

めに、グループワークを通して自らの意見を表現する力、他者の意見に耳を傾け、

多様な価値観を受容できる態度を養いたい。そして、地域福祉の一員としての役割

について主体的かつ協働的に取り組む資質や能力を身に付けさせたい。 

 

４ 単元ごとの指導と評価の計画（４観点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

関心・意欲・態度 思考・判断・表現 技能 知識・理解
１　新しい社会連帯と福祉の推

進

〇自助・公助・共助の枠組みと我が国の

社会福祉制度について理解させる。

〇人々の善意と行動が、新たな社会福祉

の構築にどう影響するのか理解させる。

・自助・公助・共助の枠組みについ

て調べる。

・新たな社会連帯として必要な行動

についてまとめる。 1

①地域での社会連帯に

ついて探究しようとしてい

る。

①自助・公助・共助の枠

組みについて理解して

いる。

・ワークシート

・学習態度

２　利用者支援と消費者保護 〇介護や保育、福祉サービスが発展して

いく中で高齢者や障害者の権利を保護す

るしくみについて理解させる。

〇福祉・介護サービス提供者に求められ

る責任について理解させる。

・福祉サービス提供者が、利用者と

信頼関係を構築するにあたり、意識

しなければならないことは何か考

え、発表する。 1

①福祉従事者としての必

要な視点について、自分

の意見を発表することが

できる。

①利用者主体のサービ

スの特性について、

様々な資料や情報を収

集し、まとめることができ

る。

・ワークシート

・学習態度

３　多様なニーズを抱える人々

への支援

〇多様なニーズを抱える人々に対する取

り組み、自立支援のあり方について理解さ

せる。

〇共生社会の確立に向けてどのような働

きかけが必要なのかを理解させる。

・同和問題、ホームレス、引きこもり

について割り振られた項目について

調べる。

・課題解決方法を発表する。 1

②あらゆる人々が共生す

る社会を形成するために

社会的課題を解消する支

援方法を考え、まとめるこ

とができる。

②多様なニーズを抱え

る人々に対する取り組

み、自立支援のあり方に

ついて理解している。

・ワークシート

・学習態度

４　福祉・介護人材の養成とキャ

リア形成

〇福祉、介護の仕事、資格について理解

させる。

〇福祉、介護に関連するさまざまな職種

があることを理解させる。

〇福祉、介護の人材確保、キャリアアップ

を目指した取り組みについて理解させる。

・国家資格が整備された経緯につ

いて調べ、それぞれの資格の特徴

についてまとめる。

1

②福祉、介護の仕事、資

格について探究しようとし

ている。

②社会福祉従事者の職

種と資格について、

様々な資料や情報を収

集し、まとめることができ

る。

・ワークシート

・学習態度

５　日本における社会福祉の役

割と新しい方向

〇変化していく社会の中で、社会福祉・社

会保障が担うべき役割を理解させる。

〇「参加する社会福祉」への転換が、これ

からの社会福祉にどのように影響していく

のかを理解させる。

・社会福祉・社会保障が担うべき役

割をまとめる。

・新しい時代の社会福祉について

考える。 1

③社会福祉の担い手とし

てできることを考え、まと

めることができる。

・ワークシート

・学習態度

本時

5総時間数

単元ごとの指導と評価の計画
【単元】第5編　地域社会の進展と多様な社会的支援制度　　第３章　社会福祉の将来と福祉の担い手

主な学習内容 ねらい 学習活動 時間
学習活動における具体の評価規準

評価方法



５□学習指導案 

科 目 名 社会福祉基礎 使用教科書 社会福祉基礎（実教出版） 

単 元 名      第５編 地域福祉の進展と多様な社会的支援制度 

本時の主題 日本における社会福祉の役割と新しい方向（５/５時間） 

指 導 観 
災害やボランティア活動など身近なテーマから地域福祉の担い手として、これからの社会

福祉に福祉専門職として、どのように参加する必要があるか考えさせる。 

本時の目標 社会福祉の担い手としてできることを考え、まとめることができる。 

過

程 
指導内容 生徒の学習活動 評価について 教師の指導 

導

入 

３

分 

 

本時の目標の

確認 

 

１ 本時の目標を確認する。 

 

・manabaで事前に行った福祉に関しての

意識調査を確認する。 

 
・本時の目標を確認す

る。 

・MetaMoJiClassroom を

起動させる。 

 

 

 

展 

 

 

 

 

開 

 

 

４

２ 

 

分 

 

 

 

社会変動のな

かでの社会福

祉の役割 

社会福祉・社会

保障制度の財

源確保の重要

性 

 

市民参加の社

会福祉と新し

い社会連帯の

精神 

 

 

２ 社会福祉・社会保障制度の充実 

が必要なことを理解する。 

 

 社会福祉・社会保障制度における現状

や課題についてまとめる。 

 

３ 過去の震災後のボランティア活 

動の様子から「参加する社会福祉」 

とは何を指しているかまとめる。 

 

〇予想される生徒の反応 

・近所の人を助けることが必要 

・困っている人に声をかける 

 

 ４ ボランティア活動を例に、社会 

福祉の担い手としてできることをま 

とめる。 

 

○予想される生徒の反応 

・介護福祉士は、利用者だけでなく、地

域との繋がりを大切にしておくこと

でお互いに支え合うことができる。 

・職場だけの関わりだけでなく、住んで

いる地域についての理解を深めるこ

とが大切である。 

○評価規準 

【思考・判断・表現】 

社会福祉の担い手と

してできることを考

え、まとめることがで

きる。 

 

【評価方法】 

MetaMoJiClassroom 

ワークシート 

行動観察 

＜Ａの例＞ 

・将来なりたい仕事を

考えながら、専門職と

地域住民としての側

面から担い手として

できることをまとめ

ることができる。 

 

〈Ｂを実現する為の指導〉 

・介護福祉士や保育士な

ど専門職の具体的な働

いている場を調べ、そ

の中で求められること

をまとめさせる。 

 

〈Ｃへの手だて〉 

・これまでの実習の振り

返りをもう一度確認さ

せ、保育や介護の現状

を想起させる。 

 

ま 

と 

め 

５ 

分 

本時のまとめ 
・本時の内容について、manabaを活用し、

感想をまとめる。 
 

・感想を manaba で提出

するよう説明する。 

□工夫した点 

・導入に係る意識調査を行うため、事前に manaba でアンケートを行った。 

・MetaMoJi を活用することで、全体で振り返ることができるようにした。 



□実践後の評価結果 

○評価規準【興味・関心・態度】② 

 学習活動における 

具体的な評価規準（Ｂ） 

「十分満足できる」と 

判断される状況（Ａ） 

「努力を要する」と 

判断される状況（Ｃ） 

評価 

介護福祉士や保育士など専門

職の具体的な働いている場を

調べ、その中で求められるこ

とを考えることができる。 

将来なりたい仕事を考えながら、

専門職と地域住民としての側面か

ら担い手としてできることをまと

めることができる。 

これまでの実習の振り返

りを確認し、保育や介護

の現状を想起することが

できない。 

生徒の状況 

関連する職種と職場について

考えることができている。 

専門職の業務のみならず、地域

での役割について考えること

ができている。 

自分の意見としてまと

めることができていな

い。 

記述例 

・介護福祉士として、利用

者と地域との繋がりがも

てる環境をつくる。 

・保育士として、保護者の

方の交流の場を設ける。 

・看護師として、患者さん

一人ひとりに合った看護

を行う。そのために、信

頼関係を築けるようコミ

ュニケーションを図る。 

・臨床心理士として、職場

や学校で悩む人たちが少

しでも救われるよう話を

聴き、その人が生きる手

助けをしていきたい。 

 

（８８％） 

・保育士として、未来の日本を

支えなければならない子ど

もたちの基盤となる幼少期

を質の良い教育を大切にし

ていくことが必要。 

・高齢社会になっても生活しや

すい環境でいられるような

介護士の働きかけが必要。 

・利用者さんを深く理解し、何

があっても対応できるよう

に準備しておく。また、コミ

ュニケーションを大切にし、

震災などが起きた時の利用

者が安心できる声掛けを考

えておく。 

 

（１２％） 

・未記入 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（０％） 

 

□授業後の課題と改善 

 

 

 

 

 

 

今回は、社会の担い手としてできることを考え、まとめるというテーマ設定をした。授業を振り

返り、まとめの時間を確保することができなかった。はじめにパソコンが止まってしまった生徒も

おり、起動できなかった場合の対応を考えておく必要があると感じた。また、今後評価の観点も変

わるが、生徒の記入した内容をどのように評価していくのか考えていくことが課題として挙げられ

る。授業の目標と評価を連動させる必要があると感じている。  

１回の授業ですべての内容を理解していくことはできないが、生徒たちが今後も福祉を学ぶ上で

考えるきっかけにはなったのではないかと思う。この３年間で社会福祉の担い手としてそれぞれが

何ができるかを考えられるよう今後も授業展開をしていきたい。 


